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体の女子学生は23.7％（一般的には15％程度）と高い比率となっ

ております。

なお男女共同参画推進室は，男女共同参画のみならず広範囲に

及ぶ多様性を組織に取り込むことを啓蒙し学外に発信するため，

DE&I（Diversity Equity & Inclusion）推進室に名称変更されました。

また同大学では人材育成の一環として，ロールモデルとなるよ

うな女性教員を増やすため，働きやすい，学びやすい環境整備も

進めておられます。一般的なライフイベント時の支援に加え「休業

中にも研究を継続できるよう教育研究支援員を配置」「国内外問わ

ず子供を同伴しての出張は研究費から支援」「子供同伴の研究指導

の推奨」「質を損ねない範囲でのオンラインの活用」「夕方5時以降

の会議は行わない」など，育児中でもできるだけ業務に支障の出ない

体制づくりを行っているなど，大変参考になるお話がありました。

これらは当初，女性支援の取り組みでしたが，男性教員からの

評判もよく，女性だけではなくすべての方を支援できる制度にし

ていくとのことです。

また，女性研究者の育成として，女子学生・家族に向けた意識

改革の取り組みや，修士・博士の進学支援奨学金など様々な対策

を経て，ようやく女性の大学院進学率が増え，就職率も上がる結

果となった旨のお話もいただきました。

大学院進学率が増えると，目標として掲げている「建学の精神」

もエンカレッジされます。研究力の向上に向け，多様なメンバー

がそれぞれ尊重され，今後も力を発揮し，イノベーションをもた

らす大学として，理工系女性の育成に取り組んでおられる旨を伺

い，とても心強く感じられました。

ご講演終了後には，女性支援についての取り組みについて，男

性からも興味深いご意見が寄せられ，皆さまからの期待も大きい

ことが感じ取られました。

なお男女共同参画委員会では，2025年12月5日にもハイブリッ

ド形式（化学工学会事務局／オンライン）にて女性技術者ネット

ワークの開催を予定しています。メルマガ等により開催内容をお

知らせ致しますので，興味のある方はぜひご参加願います。

（山口大学 熊切 泉，女子中高生理工系キャリアパスPJ  

永合 由美子，化学工学会 高千穂 七瀬）
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●　新入会員　●

―10月分―

特別会員　1社（1口）
十全化学（株）（1）（関西支部）
［事業内容］医薬原薬およびその重要中間体の受託製造などの事業，
化成品事業

地区会員　1社（1口）
（株）ミズヨケ（1）（関東支部）
［事業内容］防水工事業
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